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■全体会（２）研修会総括 各講師・質疑応答

（1）ワーキングＡ

［伊藤　民雄氏］

　実践女子学園の伊藤と申します。私はＡグループ

の「基礎から学ぶインターネット情報資源」という

テーマで研修を実施しました。

　まず、インターネットの情報資源ということです

が、インターネットで提供される情報資源の種類等

と、その中で図書館が使う情報は何かということを

明らかにしました。第三者から図書館が紹介するリ

ンク集について、三つぐらいの指摘があります。そ

のうちの一つは、リンク集をつくることで図書館の

持っている情報を格段に豊かにできる、二つ目とし

て利用者と情報資源を結びつけられる。三つ目、大

学図書館サイトにおいて無料サイト、データベース

のみのリンク集を作って提供した場合、最近問題と

なっているのは、そのリンク集についてリンク切れ

を多発させている傾向があるということです。それ

ならば、契約データベースと無料サイトを適宜組み

合わせて紹介することにより、メンテナンスに図書

館が目を向けられるようにした方がよいという指摘

があり、契約データベースと無料サイトを併記する

というところに着目して今回は受講者のみなさんに

演習して頂きました。

　続いて、数年前までは PC のことを考えていれば

よかったのですが、今コンピュータからよりパーソ

ナルな端末に、利用者の学生さん、教職員の方がス

マートフォンに割く時間がより多くなっています。

限られた画面サイズのもとでスマートフォンのもつ

多機能性、伝達方法を含めて、如何に図書館サービ

スに取り込むかが課題になるという話をしました。

　四つ目、CMS 時代のサイト構築ということで、

今回は、WordPress という CMS（コンテンツマネジ

メントシステム）を利用して、受講者の皆さんに

リンク集を作成頂きました。この CMS の利点はコ

ンテンツとデザインが別で、テンプレートとプラ

グインを利用し、テンプレートというテーマでサ

イトデザインを決定し、そしてプラグインという

ものを組み合わせますと、先ほど4人の方の例を見

て頂きましたが、すぐにサイトをつくることできる

という特徴があります。それに、第三者が作成し

た YouTube 、Google マップ、ウィキペディアなど

の各種コンテンツを取り込みながら、今回は編集を

行って頂きました。今ここに一覧として各図書館、

リンク集がどうなっているか、先ほどデータベース

集とリンク集が今、どうなっているかを調べたとこ

ろ、分離しているところが多く、一緒にしていると

ころはあまりありません。

　無料サイトのみではなく、契約データベースに無

料サイトを組み合わせてリンク集を作る課題を10人

の方に作って頂きました。

　愛知医科大学さんの例を、見てみましょう。医師

のためのサイト集ということで作って頂きました。

ウェブベースの文献情報管理・論文作成支援情報を

作って頂きました。RefWorks の説明をし、ProQuest

が提供するものの使い方、YouTube の動画を貼り付

け、よりよい資源が使えますよという案内をしなが

ら、どういうものが使えるか説明をしています。さ

らに、ReadCube の動画を貼り付け、スマートフォ

ンアプリ、Evernote というものがどういうものであ

るか動画が貼られています。今回は WordPress を初

めて使う方が多い中で、数時間で理解して頂き、あ

る程度のページコンテンツを作成して頂いた受講者

の方に感謝したいと思います。今後の展開として、

事前課題が膨大な量でしたので、情報共有のため、

ひとつのまとめサイトをつくろうと思っています。

私のほうで原形を作って受講生の方に編集して頂

き、近日中にリンク集とまとめサイトを公開して頂

こうと思います。
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実㊶女子大学ఀ藤と⏦します。⚾は$グループの

「基礎から学ぶインターネット情報資源」という㊃

᪨のもと、実᪋させていただきました。㛗ࠎと書い

てありますが、ཷ講者の方には最後は結構多くのこ

とを作業して㡬きました。�

まࡎ、インターネットの情報資源ということです

が、インターネットで提供される情報資源の✀㢮等

と、その中で図書館が使う情報は何かということを

᫂らかにさせて㡬きました。➨୕者から図書館が紹

介するリンク集について、୕つࡄらいの指᦬がࡊࡈ

います。そのうちの一つは、リンク集をつくること

で図書館のᣢっている情報を᱁ẁに㇏かにできる、

஧つ目として利用者と情報資源を結びつけられる。

୕つ目、これは最㏆ၥ題になっている大学図書館サ

イトですが、よく↓ᩱサイトのࡳのリンク集を作っ

て提供していますが、そのリンク集についてリンク

ษれを多発させているഴ向があるということです。

それならば、ዎ⣙データベースと↓ᩱサイトを㐺ᐅ

ンスにࢼわせて紹介することにより、メンテྜࡳ⤌

図書館が目を向けられるようにした方がよいという

指᦬があり、ዎ⣙データベースと↓ᩱサイトをేグ

するというところに╔目して௒回はཷ講者のࡳなさ

んに演習して㡬きました。�

続いて、コンࣆューターからよりパーソࢼルな➃

ᮎへということで、ᩘ ᖺ前までは3&のことを考えて

いればよかったのですが、௒、利用者の学生さん、

ᩍ⫋ဨの方がスマートフォンに๭く時間がより多く

なっています。㝈られた⏬㠃サイࢬのもとでスマー

トフォンのもつ多機⬟ᛶ、ఏ達方ἲをྵめて、ዴ何

に図書館サービスに取り㎸ࡴかが課題になるという

ヰをしました。�

ᅄつ目、&06 時代のサイト構⠏ということで、௒

回は、:RUG3UHVVという&06（コンテンツマネジメン

トシステム）を利用して、ཷ講者のⓙさんにリンク

集を作成㡬きました。この&06の利点はコンテンツ

とデࢨインがูで、テンプࣞートとプラグインを利

用し、テンプࣞートというテーマでサイトデࢨイン

を決定し、そしてプラグインというものを⤌ྜࡳわ

せますと、ඛ࡯ど�人の方の౛を見て㡬きましたが、

すࡄにサイトをつくることできるという特徴があり

ます。それに、➨୕者が作成した <RX7XEH、グーグ

ルマップ、࢘ィキ࣌ディアなどの各✀コンテンツを

取り㎸ࡳながら、௒回は⦅集を行って㡬きました。

௒ここに一ぴとして各図書館、リンク集がどうなっ

ているか、ඛ࡯どデータベース集とリンク集が௒、

どうなっているかを調࡭たところ、分㞳していると

ころが多く、一⥴にしているところはあまりありま

せん。�

↓ᩱサイトのࡳではなく、ዎ⣙データベースに↓

ᩱサイトを⤌ྜࡳわせて作ってࡳましょうというこ

とで��人の方に作って㡬きました。�

愛知་⛉大学さんの౛を、見て㡬こうとᛮいます。

་ᖌのためのサイト集ということで作って㡬きまし

た。࢙࢘ブベースのᩥ⊩情報⟶理・論ᩥ作成支援情

報を作って㡬きまして、5HI:RUNVのㄝ᫂をして㡬い

て、3UR4XHVWが提供するものの使い方、<RX7XEHの

ື⏬をᙇり௜けて㡬いて、いいものが使えますよと

いう᱌内をしながら、どういうものが使えるかㄝ᫂

をし、5HDG&XEHື⏬をᙇり௜けて㡬いて、スマート

フォンアプリ、(YHUQRWHというものがどういうもの

であるか⏬ീを㈞って㡬いております。௒回は

:RUG3UHVV を初めて使う方が多い中で、ᩘ時間で࡯

とんど理解して㡬き、ある⛬度の࣌ージコンテンツ

を作成して㡬いたཷ講者の方に感ㅰしたいとᛮいま

す。௒後のᒎ開として、事前課題が⭾大な㔞でした

ので、情報共有のため、ひとつのまとめサイトをつ

くろうとᛮっています。⚾の࡯うでཎ形を作ってཷ

講生の方に⦅集して㡬き、㏆日中にリンク集とまと

めサイトを公開して㡬こうとᛮいます。�

�
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（2）ワーキング B

［岡野　裕行氏］

　グループＢを担当致しました岡野と申します。ビ

ブリオバトルは、「人を通して本を知る、本を通し

て人を知る」というコンセプトを掲げておりますが、

先ほど実際のバトルの様子を皆さまに見て頂いた通

り、三人のバトラーの方が紹介された本を私たちが

知れたことと同時に、それぞれのお人柄も私たちに

伝わってきたと思います。

　昨日・今日の二日間にわたり、グループＢの皆さ

まにはバトラーの立場でビブリオバトルに取り組ん

で頂いたのですが、実際に大学図書館で実施される

場合には、学生がバトラーとなり、職員の皆さまは

運営側の立場で関わることが多いと思います。とは

いえ、まずはバトラーとして参加する人の気持ちを

分かった上で運営に関わったほうが、ビブリオバト

ルの導入もスムーズだと思いますので、まずは職員

同士の非公開の館内研修でも構いませんので、自分

たちで実際にやってみてください。公式サイトもこ

まめに更新されておりますし、関連本も３冊出てお

りますので、それらも随時参照しながら企画をして

みてください。

　ビブリオバトルは、本の紹介を通じてコミュニ

ティづくりをするという機能もあります。大学図書

館の場合は、学生に参加してもらうことが第一の目

的になると思いますが、せっかく開催するのでした

ら、参加者を学生だけに絞るのはもったいないと思

います。職員や教員も大学というコミュニティの構

成員ですので、学生と一緒になってビブリオバトル

に取り組んで頂くと、学内的な普及もより進むので

はと思います。たとえば本学では、学園祭のときに

「教職員ビブリオバトル」を実施しています。これ

はサークルの学生が実施しているもので、学生たち

が主体的に考えて提案された企画でした。教職員は

普段、業務の一環として学生に接しているので、学

生側からするとその人柄を知る機会はめったにない

わけですが、仕事から離れた教職員の普段の顔を知

れるということもあって、学生からも人気のある企

画になっています。

　また、大学図書館内で実施するだけではなく、学

修支援や就職支援の窓口など、学内のオープンなス

ペースならば、どういった場所でも実施が可能だと

思います。図書館側からの企画として行うこともで

きますが、図書館職員だけが運営主体になるのでは

なく、学内の他部署との連携・協力のなかで実施し

てもいいと思います。何らかの学内イベントと関連

づけて実施することも有効でしょう。大学でのビブ

リオバトルの開催形態には、大きくわけて3種類あっ

て、職員が主体となって実施するもののほかに、教

員が主体となって授業などで行う場合や、学生が主

体となって自分たちでサークルなどをつくるケース

もあります。特に教職員が関わる場合には、ビブリ

オバトル実施の目的やターゲットを明確にして企画

して頂くと良いと思います。

　そのほかにも、大学と地域コミュニティとの連携

事業としても実施しやすく、たとえば本学ではこれ

までに、地元伊勢の商店街や県立の博物館を舞台に

ビブリオバトルを行ったりしてきました。今日では

どの大学でも地域連携というキーワードが重要に

なっていると思いますが、そういうところにも活用

できるようなイベントだと思います。本学ではオー

プンキャンパスでも実施したことがあり、見学に来

た高校生や保護者の方に向けて、学生が取り組んで

いる活動紹介としても効果的でした。皆さまは図書

館職員なので、まずは図書館を舞台としてビブリオ

バトルの実施を考えると思いますが、大学周辺の地

域社会に目を向けてみれば、そのほかにもいろいろ

な機会を見つけることが可能です。

　図書館で行う場合には、ラーニングコモンズなど

の会話ができる空間が備わっていれば、そこでの開

催がもっとも実施しやすいと思います。また、大学

図書館主催として企画を立てる場合でも、図書館の

空間を飛び出し、教室や共同研究室、学食、屋外など、

学内でも学生が集いやすい空間を見つけることも可

能です。ビブリオバトルは学内だけではなく、学外

からも開催の需要が高まっていますので、本学の学

生の場合でも、学外コミュニティとの連携が進んで

います。商店街や博物館のほかにも、三重県教育委

員会からの要請を受けて、「高校生ビブリオバトル」

の運営・進行のボランティア活動も行なうようにな�  
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グループB をᢸᙜ⮴しましたᒸ野と⏦します。ビ

ブリオバトルは、「人を通して本を知る、本を通して

人を知る」というコンࢭプトを掲げておりますが、

ඛ࡯ど実㝿のバトルのᵝ子をⓙさまに見て㡬いた通

り、୕人のバトラーの方が紹介された本を⚾たちが

知れたこととྠ時に、それࡒれのお人᯶も⚾たちに

ఏわってきたとᛮいます。 
᫖日・௒日の஧日間にわたり、グループB のⓙさ

まにはバトラーの立ሙでビブリオバトルに取り⤌ん

で㡬いたのですが、実㝿に大学図書館で実᪋される

ሙྜには、学生がバトラーとなり、⫋ဨのⓙさまは

運営側の立ሙで関わることが多いとᛮいます。とは

いえ、まࡎはバトラーとして参加する人のẼᣢちを

分かったୖで運営に関わった࡯うが、ビブリオバト

ルのᑟ入もスムーࢬだとᛮいますので、まࡎは⫋ဨ

ྠኈの㠀公開の館内研修でも構いませんので、⮬分

たちで実㝿にやってࡳてください。公式サイトもこ

まめに᭦新されておりますし、関㐃本も 3 ෉出てお

りますので、それらも㝶時参↷しながら௻⏬をして

 。てくださいࡳ
ビブリオバトルは、本の紹介を通じてコミュニテ

ィ࡙くりをするという機⬟もあります。大学図書館

のሙྜは、学生に参加してもらうことが➨一の目ⓗ

になるとᛮいますが、せっかく開催するのでしたら、

参加者を学生だけに⤠るのはもったいないとᛮいま

す。⫋ဨやᩍဨも大学というコミュニティの構成ဨ

ですので、学生と一⥴になってビブリオバトルに取

り⤌んで㡬くと、学内ⓗなᬑ及もより㐍ࡴのではと

ᛮいます。たとえば本学では、学園⚍のときに「ᩍ

⫋ဨビブリオバトル」を実᪋しています。これはサ

ークルの学生が実᪋しているもので、学生たちが୺

体ⓗに考えて提᱌された௻⏬でした。ᩍ⫋ဨはᬑẁ、

業務の一⎔として学生に᥋しているので、学生側か

らするとその人᯶を知る機会はめったにないわけで

すが、仕事から㞳れたᩍ⫋ဨのᬑẁの㢦を知れると

いうこともあって、学生からも人Ẽのある௻⏬にな

っています。 
また、大学図書館内で実᪋するだけではなく、学

修支援やᑵ⫋支援の❆ཱྀなど、学内のオープンなス

ースならば、どういったሙ所でも実᪋がྍ⬟だと࣌

ᛮいます。図書館側からの௻⏬として行うこともで

きますが、図書館⫋ဨだけが運営୺体になるのでは

なく、学内の他部⨫との㐃ᦠ・༠力のなかで実᪋し

てもいいとᛮいます。何らかの学内イベントと関㐃

࡙けて実᪋することも有ຠでしょう。大学でのビブ

リオバトルの開催形ែには、大きくわけて 3 ✀㢮あ

って、⫋ဨが୺体となって実᪋するものの࡯かに、

ᩍဨが୺体となって授業などで行うሙྜや、学生が

୺体となって⮬分たちでサークルなどをつくるケー

スもあります。特にᩍ⫋ဨが関わるሙྜには、ビブ

リオバトル実᪋の目ⓗやターࢤットを᫂確にして௻

⏬して㡬くとⰋいとᛮいます。 
その࡯かにも、大学と地ᇦコミュニティとの㐃ᦠ

事業としても実᪋しやすく、たとえば本学ではこれ

までに、地ඖఀໃのၟᗑ⾤や┴立の༤物館を⯙ྎに

ビブリオバトルを行ったりしてきました。௒日では

どの大学でも地ᇦ㐃ᦠというキーワーࢻが㔜せにな

っているとᛮいますが、そういうところにもά用で

きるようなイベントだとᛮいます。本学ではオープ

ンキャンパスでも実᪋したことがあり、見学に᮶た

㧗ᰯ生やಖㆤ者の方に向けて、学生が取り⤌んでい

るάື紹介としてもຠ果ⓗでした。ⓙさまは図書館

⫋ဨなので、まࡎは図書館を⯙ྎとしてビブリオバ

トルの実᪋を考えるとᛮいますが、大学࿘㎶の地ᇦ

♫会に目を向けてࡳれば、その࡯かにもいろいろな

機会を見つけることがྍ⬟です。 
図書館で行うሙྜには、ラーニングコࣔンࢬなど

のヰしができる✵間がഛわっていれば、そこでの開

催がもっとも実᪋しやすいとᛮいます。また、大学

図書館୺催として௻⏬を立てるሙྜでも、図書館の

✵間を㣕び出し、ᩍᐊや共ྠ研✲ᐊ、学㣗、屋外な

ど、学内でも学生が集いやすい✵間を見つけること

もྍ⬟です。ビブリオバトルは学内だけではなく、

学外からも開催の㟂せが㧗まっていますので、本学

の学生のሙྜでも、学外コミュニティとの㐃ᦠが㐍

んでいます。ၟᗑ⾤や༤物館の࡯かにも、୕㔜┴ᩍ
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りました。ビブリオバトルを通じて大学生と高校生

の間に交流が生まれるという点で、おもしろい事例

だと思います。ビブリオバトルの活動を続けていく

と、学外に出ていろんな方々と交流するきっかけも

生まれてくると思います。

　また、大学は学生たちが４年間という時間をかけ

て育っていく空間であり、いずれ卒業を迎えて社会

に出ていきます。大学図書館でのビブリオバトルを

体験した学生が、卒業してから地元にビブリオバト

ルのコミュニティを新しくつくり出した事例もあり

ます。大学図書館が主催したことでビブリオバトル

の楽しさを知り、それが学生の未来につながってい

くこともあるわけです。ビブリオバトルが生み出す

コミュニティによって、学内・学外を問わずに人と

人とがつながっていくことを考えると、本を通して

「つながる」というのがグループＢのキーワードの

ようにも思えます。

　開催にあたっては、単発のイベントとして実施し

てみるのもいいのですが、参加者の反応を見ながら、

大学図書館での定期開催という形式にすることも有

効だと思います。その場合、最初の導入では図書館

職員が関わることもあると思いますが、いずれは職

員の手を離れ、学生たちによる自主運営という形に

することもできると思います。学生たちがビブリオ

バトルのコミュニティを部活動化してしまい、図書

館側は開催のための場所を貸しているだけの段階に

なれば、職員の業務負担も減りますし、コミュニティ

にも継続性が生まれてきます。

　最後にビブリオバトル普及委員会の立場からの宣

伝ですが、「全国大学ビブリオバトル2014 ～京都決

戦～」が12月14日に京都大学で開催されます。ぜひ

各大学での予選会開催をお願い致します。また、京

都決戦の前日となる12月13日には、初めての試みと

して「ビブリオバトル・シンポジウム2014」を立命

館大学にて開催します。ビブリオバトルの考案者で

ある谷口忠大先生の基調講演を始めとして、学校教

育、地域コミュニティ、図書館の三つのテーマに分

けて、パネルディスカッションを行う予定です。図

書館分野のパネルディスカッションのコーディネー

ターは私が務めます。ぜひ職員さんや学生さんにお

声がけして頂ければと思います。

（Q- ①）

　本学でも今年から教員と連携してビブリオバトル

を行っておりまして、参加者には好評なのですが、

始めたばかりで知名度がなく、せっかく告知をして

も「何ですかこれ」で済まされてしまうことが多い

のが現状です。効果的に「ビブリオバトルってこう

いうものだよ」と学生たちに広めることができるよ

うなアイデアをお聞かせください。

（A）

　ほかの図書館イベントも同様だと思いますが、広

報については、特効薬はないと思います。まずは少

人数でも開催してみることに加え、地道に継続して

みることでしょうか。単発ではなく、継続してみる

ことでそこに磁場のようなものが生まれると思いま

す。あとはやはりできる限り人目につくようにする

ために、オープンな場所で開催することですね。た

とえば公共図書館ではもっとも継続した活動をして

いる奈良県立図書情報館なども、入口を入ってすぐ

のエントランスで開催しています。大学図書館の場

合は、ラーニングコモンズや入口近くのオープンス

ペースなどで開催し、まずは偶然通りかかった学生

だけでも、活動の様子を目にする機会を増やすこと

だと思います。その時は参加できなくても、次の機

会に参加してもらえれば、少しずつ人も増えていく

と思います。教員の方の反応などはいかがでしょう

か？

（Q- ①）

　教員についても非常勤講師の方を含めて、複数人

参加して頂いています。実際に参加してくださった

教員には好評に受け止めてもらっています。あとは

授業で取り入れている方とも連携してみたのです

が、やってみるとやはり「ビブリオバトルはいいね」

という感想になります。図書館のオープンスペース

でやっているのですが、最初は遠巻きに見るだけの

学生が多くて、途中で帰られてしまうことも多いで

す。やはり繰り返し実施してみるしかないかなと思

います。

（A）

　全員が参加し続けるのはなかなか難しいとも思い

ますので、まずは関心の高い積極的な人たちに参加

してもらいながら続けていけばいいのかなと思いま

す。あるいは先ほどの教員の話ですと、たとえば教

員経由で「○○学部から学生さんを一人お願いしま

す」と指名する形で協力してもらうというのはいか

がでしょうか。本学の場合も、教員経由でのバトラー

依頼を行ったりしています。
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（Q- ②）

　うちではブラウジング雑誌を毎年契約するに当

たって、教職員や学生さんにアンケートをとってい

ます。まだ実際にはやっていないのですが、今年は

ビブリオバトルを行って、チャンプ本になった雑誌

を一年間購入してみようかなと企画しています。こ

れについて、何かアドバイスをお願い致します。

（A）

　ビブリオバトルで雑誌の紹介ですか？

（Q- ②）

　そうです。雑誌を対象としたビブリオバトルで、

オーディエンスの方にも聞いて頂いて、チャンプ本

になった雑誌を一年間契約してみたいと考えていま

す。

（A）

　とりあえず、一年間ということですね。雑誌でビ

ブリオバトルというには、事例としてはあまり聞か

ないのですが、実際にビブリオバトルの結果を、受

けて契約するところまで可能なのでしょうか？

（Q- ②）

　あくまで一つの案です。

（A）

　図書館の予算的にも OK なのですか？

（Q- ②）

　今のところは一応 OK です。学術雑誌はそうはい

かないですが、今までも館内でアンケートをとって

図書館に掲示をして、投票制の形で雑誌を購入した

りはしています。

（A）

　こういった事例はあまり聞かないですので、むし

ろその反応はどうなるのかに興味があります。けれ

ど雑誌って号によって内容も違いますから、ビブリ

オバトルとして紹介するのはちょっと難しくないで

しょうか？

（Q- ②）

　一応はテーマのある雑誌ということで考えていま

す。

（A）

　あまり聞いたことがない事例ですので、それはぜ

ひ実証実験して頂けると面白いと思います。成果が

どうだったのかを私も知りたいです。

（3）ワーキングＣ

［仁上　幸治氏］

　ワーキングＣの３つの小グループの中から投票第

一位に輝いた一押しの「クローズアップ現代」風ス

タジオ設定のプレゼンテーションを見ていただきま

した。いかがでしたでしょうか。「演出」について

は初日の全体講演の中で様々なノウハウをご紹介し

ましたね。その成果がどれだけ取り入れていただけ

るか講師として秘かに楽しみにしていました。

　演出の第一は、対話型でした。第二は、一番後ろ

の席からでも読めない字は一つもないようにクロー

ズアップで投影しました。第三は、雰囲気づくりで

アピールしました。少々仕込みとヤラセ等が目立っ

たかもしれませんが、これは私が聞き手に分かるよ

うに大げさに演技するようにとお願いしたせいです

（笑）。しかもアドリブも入っていたと後から聞きま

したので、第四に、臨機応変というプレゼンテーショ

ンのライブ感も見せてくれましたね。

　この２日間を通して、最初はパソコン操作の復習

から PowerPoint によるスライドショーづくりの便

利技の練習から始めましたが、各自持ち込みのスラ

イドがみるみる見やすくわかりやすく改良されてい

きました。めきめき上達する方が多かったですね。

その結果、成果物としてスライドショー作成マニュ

アルのような現物見本ができました。そのノウハウ

を自分の仕事で実際に使うスライドの改善に応用し

ていただければと思います。

　この調子でスライド作りがどんどんうまくなって

くるともっと多くの人の前で発表したくなりますよ

ね（笑）。ビブリオバトルの発表を見て思ったので

すが、「オリエンテーションスライドショーバトル」

なんていう発表大会というアイデアはどうでしょ

う？　どのオリエンテーションが聞きたくなりまし

たか？　という基準で投票しあって優勝者を決めて

表彰式を行う。そういう応用ができるのではないで�  
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す。まだ実㝿にはやっていないのですが、௒ᖺはビ

ブリオバトルを行って、チャンプ本になった㞧ㄅを
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オーディエンスの方にも⪺いて㡬いて、チャンプ本

になった㞧ㄅを一ᖺ間ዎ⣙したࡳたいと考えていま

す。 
（A） 
とりあえࡎ、一ᖺ間ということですね。㞧ㄅでビ

ブリオバトルというには、事౛としてはあまり⪺か

ないのですが、実㝿にビブリオバトルの結果を、ཷ

けてዎ⣙するところまでྍ⬟なのでしょうか？  
（Q-ղ） 
あくまで一つの᱌です。 

（A） 
図書館の予算ⓗにもOK なのですか？ 

（Q-ղ） 
௒のところは一応OK です。学⾡㞧ㄅはそうはい

かないですが、௒までも館内でアンケートをとって

図書館に掲示をして、投票制の形で㞧ㄅを㉎入した

りはしています。 
（A） 
こういった事౛はあまり⪺かないですので、ࡴし

ろその཯応はどうなるのかに⯆࿡があります。けれ

ど㞧ㄅってྕによって内容も㐪いますから、ビブリ

オバトルとして紹介するのはちょっと㞴しくないで

しょうか？ 
（Q-ղ） 
一応はテーマのある㞧ㄅということで考えていま

す。 
（A） 
あまり⪺いたことがない事౛ですので、それはࡐ

ひ実ド実験して㡬けると㠃白いとᛮいます。成果が

どうだったのかを⚾も知りたいです。 
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ワーキング㹁の�つの小グループの中から投票➨

一఩に㍤いた一ᢲしの「クࣟーࢬアップ⌧代」㢼ス

タジオタ定のプࣞࢮンテーションを見ていただきま

した。いかがでしたでしょうか。「演出」については

初日の全体講演の中でᵝࠎな࢘ࣁ࢘ࣀをࡈ紹介しま

したね。その成果がどれだけ取り入れていただける

か講ᖌとして⛎かに楽しࡳにしていました。�

演出の➨一は、対ヰᆺでした。➨஧は、一␒後ろ

のᖍからでもㄞめないᏐは一つもないようにクࣟー

アップで投ᙳしました。➨୕は、㞺ᅖẼ࡙くりでࢬ

アࣆールしました。ᑡࠎ仕㎸ࡳとࣖラࢭ等が目立っ

たかもしれませんが、これは⚾が⪺きᡭに分かるよ

うに大げさに演ᢏするようにとお㢪いしたせいです

（➗）。しかもアࢻリブも入っていたと後から⪺きま

したので、➨ᅄに、⮫機応ኚというプࣞࢮンテーシ

ョンのライブ感も見せてくれましたね。�

この�日間を通して、最初はパソコン᧯作の᚟習

から 3RZHU3RLQW によるスライࢻショー࡙くりの౽

利ᢏの⦎習からጞめましたが、各⮬ᣢち㎸ࡳのスラ

イࢻがࡳるࡳる見やすくわかりやすくᨵⰋされてい

きました。めきめきୖ達する方が多かったですね。

その結果、成果物としてスライࢻショー作成マニュ

アルのような⌧物見本ができました。その࢘ࣁ࢘ࣀ

を⮬分の仕事で実㝿に使うスライࢻのᨵၿに応用し

ていただければとᛮいます。�

この調子でスライࢻ作りがどんどんうまくなって

くるともっと多くの人の前で発表したくなりますよ

ね（➗）。ビブリオバトルの発表を見てᛮったのです

が、「オリエンテーションスライࢻショーバトル」な

んていう発表大会というアイデアはどうでしょう？�

どのオリエンテーションが⪺きたくなりましたか？�
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しょうか。

　もうひとつ、雰囲気づくりという演出にも成果が

あったと思います。ワーキンググループで作業をし

ていく中で、メンバー同士が打ち解けてだんだん

チームとして盛り上がってくると作業自体が楽しく

なってきます。お互いに学びあいノウハウが共有さ

れるようになって、最後に全員の知恵が一つのスラ

イドショーに結実しました。結果だけでなくプロセ

ス自体が上達する楽しさにあふれていて、知恵が共

有されていく感じも伝わってきました。まさに研修

の醍醐味ですよね。ノウハウの共有が今後の現場で

の実務の中でどのように花開くか楽しみなワーキン

グでした。

［Q］

　ワーキングの教室で小グループで発表した時、質

疑応答の時間に質問する人が少ないということを

おっしゃっていたと思いますが、全体発表ではグ

ループ C の方からの質問率が高かったと思います。

フロア側から積極的に参加するということが改善さ

れたと思ってよろしいでしょうか？

［A］

　そうですね。やはり空気感ですね。全体が楽しく

和気あいあいとした雰囲気になって気軽に発言して

もいいという信頼関係が出来上がってくると質問が

出やすくなるという典型的な例です。多数の人の前

では発言を尻込みしてしまう人もいますから、小さ

いグループにして発言に勢いをつけてから全体会で

討論するようにすると活発な話し合いが生まれるこ

とがありますよね。そういうファシリテーションの

演出のコツはまたどこかで応用してください。

（4）ワーキング D

［弓立　順子氏］

　今回のテーマ「空間の演出力」は、初めての取り

組みとお聞きしています。

　私もこの会に出席させていただくのも初めてです

し、皆様方がどのくらいの、どんな知識があるのか

分からず、何から話すのが一番いいのかなと思いま

した。実際に空間について何か実践しようとするこ

とは非常に難しいです。たとえば、ためしに壁の色

を赤にしたいといっても、実際のところでやりよう

がない。CAD のソフトに Sketch Up というのがあっ

て、使い勝手が良いものですから、みなさんと少し

空間のデザインをやってみようと思いました。先ほ

どの WordPress を初めて使って短時間で仕上がった

ものができていたのですが、残念ながら我がグルー

プでは使ってはみたけれど、時間不足とソフト操作

が少し難しく、発表できるまでは至りませんでした。

しかし可能性はなんとなく感じていただけたと感じ

ています。

　実は空間演出力というものは、図書館にとって、

非常に大事なことだと思います。大勢の学生さんた

ちに来てほしいと皆さんが思って努力されていると

思います。学生が好んで来てくれる空間、居心地の

良い空間を作りたい。どうすればよいか、それは難

しいですよね。答えはないですし、どうしたらよい

ですよという答えにもなかなかならないです。それ

ぞれ環境が違いますし、置いてあるものも違う。

　ただ、全員に共通して言えることは、最初にヨー

ロッパの街のスライドを見てもらいました。とても

きれい。石畳があって。みなさん想像がつきますよ

ね。次に新宿の飲み屋街の写真を見てもらいました。

ごちゃごちゃな雰囲気です。新宿の駅前のスライド

では、ビルの上にはすごい数の看板が付いています。

一つずつのサインは、ものすごく考えて目立つよう

にデザインされている。ところが、全体を見ちゃう

と、どれか一つが目立つことなく全体がごちゃご

ちゃに見えてしまう。それがいいとか悪いとかでは

なく、別な見方をする。わくわくしたり、素敵なと

ころに行って見たいと感じる空間というのは誰の心

にもあると思います。その気持ちを大切にしていた

だき、毎日通っている我が図書館も別の観点、美し

いか美しくないかという見方で見ていただきたい。

一生懸命に作った案内や注意案内などを貼る時に、

一歩下がって空間全体を見ていただき、きれいか、

きれいでないかという視点で見てください。貼るこ

と、案内することに一生懸命になって貼ってしまい

ますが、空間全体で見てみる。そうすると居心地の

良いきれいですっきりした図書館ができていくのか

�  
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行う。そういう応用ができるのではないでしょうか。�
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ていく中で、メンバーྠኈがᡴち解けてだんだんチ

ームとして┒りୖがってくると作業⮬体が楽しくな
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るようになって、最後に全ဨの知ᜨが一つのスライ

スࢭショーに結実しました。結果だけでなくプࣟࢻ
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されていく感じもఏわってきました。まさに研修の
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� そうですね。やはり✵Ẽ感ですね。全体が楽しく

࿴Ẽあいあいとした㞺ᅖẼになってẼ㍍に発ゝして

もいいというಙ㢗関ಀが出᮶ୖがってくると㉁ၥが

出やすくなるという඾ᆺⓗな౛です。多ᩘの人の前
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� ௒回のテーマ「✵間の演出力」は、初めての取り

�。とお⪺きしていますࡳ⤌

⚾もこの会に出ᖍさせていただくのも初めてです

し、ⓙᵝ方がどのくらいの、どんな知㆑があるのか

分からࡎ、何からヰすのが一␒いいのかなとᛮいま

した。実㝿に✵間について何か実㊶しようとするこ

とは㠀ᖖに㞴しいです。たとえば、ためしにቨのⰍ

を㉥にしたいといっても、実㝿のところでやりよう

がない。&$' のソフトに 6NHWFK�8S というのがあっ

て、使い຾ᡭがⰋいものですから、ࡳなさんとᑡし

✵間のデࢨインをやってࡳようとᛮいました。ඛ࡯

どの:RUG3UHVVを初めて使って▷時間で仕ୖがった

ものができていたのですが、残ᛕながらᡃがグルー

プでは使ってはࡳたけれど、時間୙㊊とソフト᧯作

がᑡし㞴しく、発表できるまでは⮳りませんでした。

しかしྍ⬟ᛶはなんとなく感じていただけたと感じ

ています。�

実は✵間演出力というものは、図書館にとって、

㠀ᖖに大事なことだとᛮいます。大ໃの学生さんた

ちに᮶て࡯しいとⓙさんがᛮってດ力されていると

ᛮいます。学生がዲんで᮶てくれる✵間、ᒃᚰ地の

Ⰻい✵間を作りたい。どうすればよいか、それは㞴

しいですよね。⟅えはないですし、どうしたらよい

ですよという⟅えにもなかなかならないです。それ

�。れ⎔ቃが㐪いますし、⨨いてあるものも㐪うࡒ

ただ、全ဨに共通してゝえることは、最初にࣚー

ࣟッパの⾤のスライࢻを見てもらいました。とても

きれい。▼␚があって。ࡳなさん᝿ീがつきますよ

ね。次に新ᐟの飲ࡳ屋⾤の෗┿を見てもらいました。

ࢻな㞺ᅖẼです。新ᐟの㥐前のスライࡷちࡈࡷちࡈ

では、ビルのୖにはすࡈいᩘの┳ᯈが௜いています。

一つࡎつのサインは、ものすࡈく考えて目立つよう

にデࢨインされている。ところが、全体を見ちࡷう

と、どれか一つが目立つことなく全体がࡈちࡈࡷち

に見えてしまう。それがいいとかᝏいとかではなࡷ

く、ูな見方をする。わくわくしたり、⣲ᩛなとこ

ろに行って見たいと感じる✵間というのはㄡのᚰに

もあるとᛮいます。そのẼᣢちを大ษにしていただ

き、ẖ日通っているᡃが図書館もูのほ点、美しい

か美しくないかという見方で見ていただきたい。一

生ᠱ࿨に作った᱌内や注意᱌内などを㈞る時に、一

Ṍ下がって✵間全体を見ていただき、きれいか、き

れいでないかというど点で見てください。㈞ること、

᱌内することに一生ᠱ࿨になって㈞ってしまいます
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なと思います。

　今回、名古屋学院大学の図書館を見せていただき

ました。とてもきれいで新しく素晴らしい図書館で

すが、全員であら探しのようなことをしてしまい申

し訳なかったです。今回、愛知大学の図書館でなく

てよかったと思っています。実は、私は愛知大学の

図書館のインテリアデザインをしています。

　インテリアデザイン、建築とかをやっていて、デ

ザインする時にはよかろうと思って一生懸命やりま

す。実際に使われて何年かたった状態でお話を聞く

ことが大事だと考えますが、なかなかそういう機会

がなくそのまま過ぎてしまっています。今どんな使

い方をしているか気にはなるところです。こちらの

思いと、そうでないところが、どうしても出てきて

しまう。先ほど食事に行くために１階に降りた時、

掲示板がありました。多分マグネットで貼ることで

綺麗に掲示ができるようデザインされています。掲

示物を取ったりはずしたりしても綺麗に使えるはず

なのに何故かセロテープで貼られている。どうして

も経年のセロテープが汚く残っている。毎日のこと

なので、慣れてしまっているとそれが見えなくなっ

てしまう。そこで、やはりもう一歩さがり全体の空

間をきれいかなと見て、掲示の貼り直しをしていた

だくととても良い環境になると思います。

　そういう気持ちというのは忘れてはいけないこと

で、「うちは古い図書館だから綺麗にならない」の

ではなくて、少し工夫すれば、きっと居心地のいい

ものが作れるような気がします。古いからといって

あきらめず、どんなことをすれば少しでも居心地が

良く、すっきりしたように見えるのか努力していた

だければと思いました。

　もう一つ、グループではご存知の方が少なかった

ので、ここでも紹介したいと思います。ユニバーサ

ルデザインという言葉は皆さん知っているかと思い

ますが、「カラーユニバーサルデザイン」という言

葉を知ってらっしゃいますか？　「ユニバーサルデ

ザイン」というのは誰もが同じように不具合を感じ

ることなく使えるというような主旨のものです。

　「カラーユニバーサルデザイン」は色についての

ユニバーサルデザインということです。インター

ネットで、カラーの“C”ユニバーサルで“U”デ

ザインで“D”オーガニゼーションの“O”、“CUDO”

で検索していただければと思います。説明すると長

くなるので、ぜひ検索してみてください。皆さんフ

ライヤーとか注意事項を作られると思いますが、実

はあまりはっきり見えないということが起こってし

まいますので、そのあたり勉強していただいたらい

いかと思います。

　また、このような機会がありましたら、どんなこ

とが一番皆さんに役に立つか今後の課題とさせてい

ただきたいと思います。

（Q）

　大変ためになるお話を頂きありがとうございま

す。

　図書館や本屋へ行くと、ワクワク感があると思い

ます。先生も体験されたことがあると思いますが、

その分析等はされたことはあるでしょうか。

（A）

　今まで、本当に多くのいろいろな場所の設計をし

てまいりました。その時に人がどのように感じるの

かということを調べていかなければいけないと思っ

ています。人の五感、どのようにインテリアを感じ

ているのかを研究しなければいけないと思い始めて

いる最中です。人の感覚を測るというのが非常に難

しくて、例えば、この明るさの中で見えているもの

が、ちょっと暗くなったりするだけで、色が違って

見え、気持ちが違うだけで、色の感じ方が違います。

そのあたりを数量化していくことはまだまだ課題で

す。

（5）全体講評

［仁上　幸治氏］

　初日の全体会講演について最も反響が多かったの

は亀の話でした（笑）。たしかに、動画のパワーを

活用する演出が大切だという話の趣旨が伝わったの

かなと思います。ただ、本論についての反響があま

りなかったことに、一抹の寂しさを感じますね（笑）。

まあそれは後日、メールで頂けるものと期待してお

ります。

　全体講演では最初、リアクションが薄いかなと感

じていましたが、今日のグループ発表を聞いている

と、少し違う解釈をしないといけないかなと認識を

改めました。つまり、皆さんは割と控えめな方が多

いようで、大勢の前で直接、個人としては発言しな

いけれども、実は結構人前に出たがりなのではない

んですか。

　今回のテーマとして「オサメル」のほうの「学

修支援」というキーワードがありました。研修会

全体として、見せるとか伝えるということの大切
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さ、それが学修支援につながっているという趣旨で

すよね。ワーキング活動を通して明らかになったの

は、工夫すればもっと伝わる、魅力的に見える、そ

の工夫のしかたを考える視点として、受け手側の感

覚を意識した「演出」というキーワードが見えてき

たのではないでしょうか。そういう感覚が確認でき

てとても嬉しく思います。

　実際、全体講演とＣグループ担当だったのですが、

他のＡ，Ｂ，Ｄグループものぞいてみたかったです

ね。次回はグループ担当を外していただいて自由に

動けるといいなと思いました。ぜひ報告書で勉強さ

せていただきます。

　もう一つ分かったことはみなさん、段々楽しそう

になっていくということです。グループＣも最初

は硬かった。しかし、小さいグループで討論した

り、発表したりして、楽しさが湧いてきて、最後に

会場に前向きな討論の声が充満してきました。びっ

くりするぐらいの変化だと思います。二日間のいろ

いろなコミュニケーションの中で、全体の空気が良

くなって、一人ひとりが前向きに変わって、いい展

開につながったのではないかなと思います。この経

験から得られた教訓は、学修支援の場に応用できそ

うですよね。学生さんたちに対して、自由な空気と

楽しい雰囲気をシェアできるように細かい点までき

ちんと配慮がいきとどいた演出をすれば、オリエン

テーションやガイダンス、講習会の効果も、もう一

ランク上がっていくのではないでしょうか。

　今回、個人的には主催者の方とは準備の打ち合せ

のため、半年くらいずっとメル友状態でした（笑）。

何十通というやりとりをしてここまで辿りつきまし

た。出し物、内容の時間配分、事前課題、使うワー

クシートの作成などなど、主催者側のさまざまな熱

意、気配りがこの実り多い研修会につながったと思

います。お礼の言葉をもって終わらせていただきま

す。ありがとうございました。（拍手）

----------------------------------------------------------------------

記録：金子　善一郎（愛知大学豊橋図書館）

　　　小木曽　知子（愛知大学名古屋図書館）


